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目は，(1)PC と Web の基本操作，(2)Word，(3)Excel，
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図 1 ルーブリック自己評価システムの画面 












Q11 Moodle のアンケートより見やすかった 






図 2 アンケート平均回答値 



























































図 3 アンケート回答値の比較 















































Q02，Q13，Q16，Q17 であり，12 項目が残った． 
図 4 および表 2 に，因子分析の最終的なスクリー
プロットおよび因子負荷量を示す．図 4 をもとに固










表 2 因子負荷量 
因子名 変数 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 
因子 1 
評価容易性 
Q04 0.807 -0.137 -0.111 0.108 
Q05 0.715 -0.024 -0.001 -0.021 
Q03 0.694 -0.003 0.100 -0.106 
Q09 0.541 0.203 0.060 -0.013 
因子 2 
振り返り有効性 
Q06 -0.062 0.785 -0.063 -0.066 
Q08 -0.036 0.562 0.044 -0.065 
Q07 -0.014 0.512 -0.001 0.079 
Q10 0.099 0.505 -0.034 0.116 
因子 3 
UI 操作性 
Q11 -0.004 -0.071 0.912 0.028 
Q12 0.011 0.019 0.604 0.015 
因子 4 
Rubric 妥当性 
Q14 -0.003 -0.035 -0.003 0.785 
Q15 -0.020 0.041 0.044 0.688 
固有値 1.939 1.479 1.227 1.142 
寄与率（%） 16.2 12.3 10.2 9.5 
累積寄与率（%） 16.2 28.5 38.7 48.2 
図 4 スクリープロット 
(a)自己評価の上位・下位群の比較 (b)成績の上位・下位群の比較 





















































「Rubric 妥当性」(p<.001)に t 検定による有意差が
見られ，いずれも上位群の方が高いことが示唆され
た．よって自己評価の上位群は下位群に対し，因子
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